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Ⅰ．はじめに

　今日，日々の生活において，スポーツに関する情
報に接しないことのほうが稀なほど，スポーツは
人々の生活に密接に関わるようになっている．早川
（2006）の言葉を借りれば「今やスポーツの話題
が『おはよう』という，あいさつ代わりになってい
る」といわれるほどである．こうした状況は，本人
が求めているいないにかかわらず，メディアを通じ
てスポーツに関する情報が私たちの目や耳に飛び込
んでくるようになったからである．
　加えて，子どもたちのスポーツ文化との関わりに
おいても，保育園・幼稚園での運動あそびや学校に
おける体育授業あるいは運動部活動だけでなく，体
育教室やスポーツ系お稽古事，地域のスポーツクラ
ブなど，これまで以上に多様化してきている．とり
わけ，スクール（習い事やお稽古事との関連），ス
クリーン（テレビやビデオ，ゲームなどスクリーン
との関連）と並んで，スポーツ（習うスポーツとの
関連）の三つの「ス」が，かつてなく子どもたちを
取り巻くようになった（2009．鐘ヶ江）．
　ところで，「ス漬け」のひとつである子どもス
ポーツの隆盛は，ある意味で，子どもにとっての学
校体育の相対的地位の低下，言い換えれば体育授業
の有用性の低下を招く可能性を内在させていると考
えられる．そのひとつは，スポーツ文化と出会う機
会が学校の外側に広がっているということ（学校の
内側以上に），もう一つは，子どもたちはスポーツ
との多様な関わりのなかで，その経験内容に導かれ

ながら，一定のスポーツに対する価値意識やスポー
ツ観を育てるのであるが，スポーツ経験の場が多様
化することは，必然的にスポーツに対する価値意識
やスポーツ観形成に対する学校体育の作用（＝教育
力）が相対的に低下するということである．
　体育授業の有用性とは，要約すれば，授業で学ん
だことや経験したことが，学習者からみて，普段の
生活や将来の生活に役立つ（＝生きてはたらく）か
どうか，に関する主観的な見方のことである．した
がって，仮に，いまを生きる子どもたちにとってス
ポーツと出会う機会が学校の外側に多様化したとし
ても，学校の内側の体育授業が彼らに対し，授業で
しか得られない内容や経験を保証することができて
いたときには，体育授業に対する彼らの有用さの認
知は低下することはないであろう．しかし，逆にも
し学校の外側のほうが内側の授業より，多くの情報
と経験（例えば，「する」「みる」「よむ」「ささえ
る」など）を得られるとすればどうであろうか．現
在の学校体育は，教材という名の限定的な運動・ス
ポーツだけを，しかも「プレイする」という限定的
な経験だけを満たす場になっていはしないだろう
か．それが中学，高校における選択制授業によって
ますます拍車がかかる構造になっているのでないだ
ろうか．率直に危惧の念を感じざるを得ない．
　また海野ら（2006ｂ）は，体育授業に関係する
複合的な調査を実施し，日常生活スタイルと社会的
スキルや心の健康といった子ども・青年の育ちの
有りようを示す内容との間の相関的な分析・考察
を行っている．その報告によれば，各調査カテゴ
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リーの上位群は他の調査カテゴリーでも高得点を示
し，逆に下位群は同様に他の調査カテゴリーにお
いても，低得点を示すといった，いわゆる「二極
化」現象を示していた．このことは，単に運動への
興味や運動の実施頻度で格差の拡大傾向を示すこと
にとどまらず，学びと育ち全般に渡って双極化して
いることを示唆するものであった．また，鐘ヶ江ら
（2005）は，子どものスポーツ関連のお稽古事・
スポーツクラブおよび運動部活動への加入の有無と
週当たりの参加度を元に調査対象の児童・生徒を三
群に分けて分析を試みている．その結果，それらへ
の加入・参加度合いの高い群に属する子どもたち
は，そうでない子どもたちよりも運動有能感や心の
健康などの各調査カテゴリーにおいて高得点を示し
ていた．加えて，学校外のいわゆる教育産業が提供
するサービスを受益者負担で購入できる者とできな
い者，あるいは近年の競技志向とファッション志向
で部活加入者の必要経費の高騰が指摘されるなか，
それを負担できる者とそうでない者との間で，育ち
の二極化現象が認められたとしている．このように
「発達の二極化」現象（＝育ちそびれの全般化）は
家庭の経済状況や文化資本の格差をも反映している
可能性を示唆している．
　そこで本研究では，子どもたちのスポーツに対す
る価値意識やスポーツ観がどのように形成されてい
るのかを探りたいと考え，質問紙調査を実施した．
具体的には，１）今を生きる子どもたちはどのよう
なスポーツに対する価値意識をもち，どのようなス
ポーツ観を形成しているのか，２）それらは，学校
の体育授業や運動部活動，テレビなどやメディアな
どに影響された結果なのか，また３）それが子ども
たちのどのようなスポーツ観となって表出されるの
か，について検討することを目的とした． 

Ⅱ．研究の方法

１．調査対象および調査時期
　2006年７月に，Ｙ県の中学２，３年生，Ｆ県の高
校２年生を対象に，各学校の体育授業担当教員の協
力を得て，配布調査法による質問紙調査を行なっ
た．その結果，中学生621名，高校生324名の質問
紙を回収し，その後，調査項目に欠損値，誤記入
などを除いた中学生544名（男子282名，女子262
名），高校生308名（男子160名，女子148名）を
分析の対象者とした（有効回答90.2％）．
２．調査内容
１）体育授業以外での組織的なスポーツ経験
　基本的属性として，「年齢」「性別」「小学校期に

おけるスポーツ少年団所属経験と在籍期間」「中学
校期における運動部活動所属経験と在籍期間」およ
び「高校期における運動部活動所属経験と在籍期
間」を尋ねた．
２）「スポーツに対する価値意識」および「スポー
ツ観」調査
　本研究において，スポーツに対する価値意識とス
ポーツ観については，以下のように整理した．ス
ポーツに対する価値意識とは，青木ら（2003）が
示すように，「スポーツの社会的な意義と価値に対
する主体（人々）の側の相対的な価値意識」であ
り，一つの文化に対する相対的な価値性を問うもの
として位置づけられる．一方，スポーツ観について
は，大橋ら（1982）によれば「スポーツに対する
考え，意義，目的」とし，日下ら（1989）は，「知
識，意見，信条，観念等」として，より複雑で多
次元的であるととらえている．また多々納（1988）
は，「スポーツに関与する人々の態度」をスポーツ
観とし，「価値意識」とは区別して捉えている．こ
のように，スポーツ観とは，「主体がスポーツ実践
に多様な形態で参加する際に，その行動を規定する
スポーツに対する見方や感じ方」のことであり，先
のスポーツに対する価値意識とは区別して整理し
た．これらの定義をもとに，以下に示す方法を用い
て調査票を作成した．
　スポーツに対する価値意識に関する調査について
は，青木（2003）によって作成された「スポーツ
観測定項目（30項目）」を参考に用いた．この調査
票は，スポーツの価値性因子（20項目），スポーツ
マンの卓越性因子（４項目），スポーツの非低俗性
因子（６項目）で構成されているが，本調査では，
調査対象者に対する負担を考慮し，各因子からス
ポーツの価値性因子（５項目），スポーツマンの卓
越性因子（３項目），スポーツの非低俗性因子（３
項目），計11項目を「スポーツに対する価値意識」
調査として作成した．なお，各質問項目は，「とて
もそう思う：４点」「そう思う：３点」「そう思わな
い：２点」「まったくそう思わない：１点」からな
る等間隔尺度を設定し，あてはまるものを回答して
もらった．
　 ス ポ ー ツ 観 に 関 す る 調 査 に つ い て は， 松 尾
（2001），日下ら（1989）による先行研究におけ
るスポーツ観に関する項目群から，「スポーツに対
する価値意識」調査と同様の手続きによって25項
目を選定した．スポーツ観においても調査対象者に
対する負担を考慮するために項目の選定を行った．
なお各質問項目は，「スポーツに対する価値意識」
に関する調査と同様に，１～４点の等間隔尺度を設
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定し，あてはまるものを一つ選び回答してもらっ
た．
　以上の手続きを経て，「スポーツに対する価値意
識」に関する調査の11項目，「スポーツ観」に関す
る調査の25項目，全36項目の質問項目を作成し，
「スポーツに対する意識調査」として調査票を作成
した．
３）スポーツに対するイメージに及ぼす影響力
　スポーツに対する現在のイメージを持つに至った
外部からの影響力について調査するために，「あな
たがもっているスポーツのイメージや感じ方は何
に影響を受けていますか」とする質問項目を設け
た．「体育の授業」「テレビやマンガ・雑誌などのメ
ディア」「運動部活動やおけいこごと，クラブ」「友
人・知人」の４つの中から強く影響を受けたと思う
順位をそれぞれに記入してもらった．
３．分析方法
　分析にあたっては，スポーツに対する価値意識
11項目において主因子法，バリマックス回転に基
づく因子分析を行った．また，スポーツ観25項目
においても，主因子法，バリマックス回転に基づく
因子分析を行なった．加えて，因子構造の内的正
当性を検討するために，クロンバックのα係数を
算出した．なお，これらの統計処理には SPSS13.0J
を用いた．
４．スポーツに対する価値意識とスポーツ観の因子
構造
　スポーツに対する価値意識とスポーツ観に関する
項目についてそれぞれ探索的因子分析を行った結
果，因子の解釈可能性の観点から，因子負荷量の高
い項目としてスポーツに対する価値意識から１因子
９項目，スポーツ観から４因子16項目が抽出され
た．抽出された因子とその因子を構成する項目，及
び因子負荷量と共通性を表１と表２にそれぞれ示し

た．スポーツに対する価値意識は ,「スポーツは社
会の中で高く評価されている」や「スポーツは日常
生活を豊かにする大きな生きがいとなる」といった
スポーツの持つ価値や生きがいに関する内容を示す
項目であったため，「スポーツに対する価値意識」
と命名した．またスポーツ観においては，第Ⅰ因子
は，「スポーツはいつでもやめられる気楽さをもっ
て行うべきだ」や「スポーツでは，そのときそのと
きが愉快であればそれでよい」のようにスポーツに
対する自己目的的な志向を示した項目で構成されて
おり，「自己志向」因子と命名した．第Ⅱ因子では，
「相手チームの選手にヤジをとばしたり口ぎたなく
ののしるのはよくない」や「ドーピングをしてまで
肉体改造をすることは，許されないことだ」などス
ポーツを実施するにあたってのルール厳守といった
規律や規範意識を示した項目で構成されていたため
「規範意識」因子と命名した．第Ⅲ因子は「スポー
ツである限りは勝たねばならない」にみられるよう
に勝利こそ価値といった志向を示しており「勝利志
向」因子と命名した．最後に第Ⅳ因子は，「技術に
関わらず，年上の者がチームでリーダーシップを発
揮するのは当然だ」や「技能レベルが低くても，年
上の人が選手に選ばれるのは当然だ」などスポーツ
を通じて他者との関わりを意識したものを示す項目
で構成されていたため「人間関係」因子と命名・解
釈した．
　以上，スポーツに対する価値意識尺度，及び「自
己志向」因子，「規範意識」因子，「勝利志向」因
子，「人間関係」因子の４因子で構成されるスポー
ツ観尺度を作成した．
５．信頼性および妥当性の検討
　本研究における測定尺度の信頼性は，内的整合性
による信頼性指数である信頼性係数（クロンバック
のα係数）を求めた．その結果，スポーツに対す

表１　スポーツに対する価値意識尺度の因子構造
№ 項　　　　　　　　目 因子負荷量 共通性

〔スポーツに対する価値意識　α＝ .81〕

31. スポーツマンは何事もやり抜く根性がある人が多い .62 .36

23. スポーツは世界平和に貢献する .61 .33

35. スポーツは芸術作品と同じように人を感動させる力をもっている .60 .37

1. スポーツは日常生活を豊かにする大きな生きがいとなる .59 .35

30. スポーツは人間形成に欠かせない .59 .36

12. スポーツは社会の中で高く評価されている .57 .33

2. スポーツマンには決断力のある人が多い .57 .25

13. スポーツマンにはリーダーシップの能力が高い人が多い .49 .39

14. スポーツは単なる暇つぶしである（Ｒ） -.45 .21

スポーツ・リテラシー研究への一視角　－スポーツに対する価値意識とスポーツ観との関連から－
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る価値意識因子では，α＝ .81を示し，高い水準で
信頼性を有していた．また，スポーツ観尺度におけ
る４因子におけるα係数は，0.58～0.43と高い信
頼性は得ることができなかった．このことから，ス
ポーツ観尺度については，項目の再設定やラベル確
認を行う必要がある．その点については今後の課題
として再検討を要するが，本研究においては，抽出
された各因子をスポーツ観の下位カテゴリーと位置
づけ，自己志向性５項目 , 規範意識４項目 , 勝利志
向４項目，人間関係３項目の項目群として取り扱
い，カテゴリーごとの平均値で分析と考察を行うこ
ととした．

Ⅲ．結果と考察

１．スポーツ少年団・運動部活動在籍状況
　まず，今回の調査対象者となった中・高校生の運
動部活動やスポーツ少年団（以下，スポ少と記す）
との関わりについて所属の有無を表３に示した．中
学生，高校生ともに，男子では約９割，女子では約

７割が運動部活動やスポ少の経験が認められた．こ
の結果は，スポーツ白書（2006）に示された状況
とほぼ同様の結果を示していた．他方，どちらの所
属も経験しない「無所属」の割合は，中学生，高校
生いずれにおいても女子で約３割の生徒が組織的ス
ポーツ活動経験を持たないまま過ごしている，とい
う注目すべき傾向が認められた．

表２　スポーツ観尺度の因子構造

№ 項　　　　　　　目
因子負荷量 共通性

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
　　〔Ⅰ：自己志向　α＝ .58〕
20. スポーツはいつでもやめられる気楽さをもって行うべきだ .58 -.17 -.08 .08 .21
32. スポーツではそのときそのときが愉快であればそれでよい .56 -.09 -.12 .13 .38
27. チームの勝利のためであっても，自分は犠牲になりたくない .43 -.03 -.07 -.03 .35

28. スポーツ選手は自分を活かすためにはチームの移籍などを積極的に
行ってよい .38 -.11 .05 -.06 .16

34. 誤審が起こるくらいなら，審判をすべて最新機器で行ったほうがよ
い .38 .01 .10 .00 .16

　　〔Ⅱ：規範意識　α＝ .56〕

24. 相手チームの選手にヤジをとばしたり口ぎたなくののしるのはよく
ない -.00 .62 -.02 .00 .27

29. ドーピングをしてまで肉体改造をすることは，許されないことだ -.05 .46 -.09 -.07 .26
36. スポーツではあいさつや言葉づかいなどを大切にすべきである -.22 .45 .16 .06 .23

11. スポーツでは，勝つためにルールを破ってファールをしてもかまわ
ない（Ｒ） .18 -.43 .20 .08 .38

　　〔Ⅲ：勝利志向　α＝ .48〕
16. スポーツである限り，勝負には勝たねばならない -.04 .05 .49 .05 .18

6. スポーツでは，倒れるほど練習することが大切である -.37 -.10 .48 -.03 .28

4. 監督，コーチや上級生が，チームを強くするために体罰を加えるこ
とは許される .03 -.15 .40 -.01 .25

15. 監督やコーチの命令にはメンバーは全面的にしたがうべきだ -.06 .27 .39 .22 .24
　　〔Ⅳ：人間関係　α＝ .43〕

21. 技術に関わらず，年上の者がチームでリーダーシップを発揮するの
は当然だ -.01 .04 .15 .66 .29

33. 技能レベルが低くても，年上の人が選手に選ばれるのは当然だ .25 -.10 .01 .42 .47

3. 年齢の上下に関わらず技術の優れている者が，チームでリーダー
シップを発揮するのは当然だ（Ｒ） .22 .07 .29 -.39 .25

表３　スポーツ少年団・運動部活動在籍状況

無所属 スポ少 運動
部活動

スポ少
＋運動
部活動

中
学
生

男子
（n ＝282）

11
（3.9）

6
（2.1）

91
（32.3）

174
（61.7）

女子
（n ＝262）

70
（26.7）

14
（5.4）

107
（40.8）

71
（27.1）

高
校
生

男子
（n ＝160）

12
（7.5）

5
（3.1）

76
（47.5）

67
（41.9）

女子
（n ＝148）

47
（31.8）

5
（3.4）

76
（51.3）

20
（13.5）

（　）カッコ内は％
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　次に，彼らの組織的スポーツ活動への在籍期間を
表４に示した．なおこの在籍期間は小学校期のスポ
少所属期間，および中学校期・高校期の運動部活動
の在籍期間を合計したものである．また所属階梯か
ら始めた運動部活動に所属した年数も併せて区別し
た．
　中学生の男子では，全体のうち48.2％が７年以
上在籍しており，中学の運動部活動経験プラス４年
間以上のスポ少経験者が半数を占めていた．また中
学校期の運動部活動所属に１～３年間のスポ少経験
を加えると，中学男子の全体の約８割が組織的ス
ポーツ活動へ参加していることになる．これに対
し，女子においては，中学校期の運動部活動所属に
加えて４年間以上のスポ少経験者は全体の約15％，
そこへ１～３年間のスポ少経験を含めると，全体の
約55％が組織的スポーツ活動を行っていることが
わかった．
　また，中学入学と同時にはじめて運動部活動へ参
加する割合は男子で12.8％，女子で17.2％，高校

入学後にはじめて運動部活動に参加する生徒は男子
で3.7％，女子で4.7％であった．この結果から，多
くの生徒が小学校期から組織的スポーツ活動経験を
もって中学・高校の運動部活動に参加している実態
が伺える．見方を変えると，小学校期に組織的ス
ポーツ活動経験を持たない生徒が，中学・高校に入
学してから運動部活動に参加するケースはごく少数
であるといってよい．
２．スポーツに対する価値意識およびスポーツ観の
実態
１）男女別の実態
　スポーツに対する価値意識およびスポーツ観にお
ける男女別の平均値を表５に示した．まず，スポー
ツに対する価値意識では，中学の男子が中学の女子
よりもスポーツに対する文化的価値を認めている割
合が高くなっていた．高校においては男女別平均値
に有意な差は認められなかった．次に，スポーツ観
では，中学・高校ともに「規範意識」カテゴリーが
他のカテゴリーに比べて相対的に高い得点を示して
いた．また男女間では，「規範意識」カテゴリーに
おいて，中学・高校ともに女子の方が高く，「自己
志向」カテゴリーでは高校の女子で高くなってい
た．また「勝利志向」カテゴリー，「人間関係」カ
テゴリーでは，中学で女子より男子の方が高かっ
た．江刺（1982）における「スポーツの勝敗に対
する固執度」の結果においても，男子が女子よりも
勝敗にこだわりがちであるといった同様の結果を報
告していた．
　これらの結果から，中学・高校の女子生徒におい
ては，スポーツの文化的価値に対する意識は男子よ
りも低く，勝利にはこだわらず，スポーツへの参加
や離脱にもこだわらない．また，上下関係や年功序
列といった人間関係に対しては，男子に比して女子
に緩い傾向が読み取れた．裏を返せば，仲間や友だ

表４　組織的スポーツ活動の在籍期間

所属 無所属 スポ少
のみ

所属階
梯の運
動部活
動のみ

ス ポ 少 ＋ 運 動
部活動

年数 ０年 １～３
年

１～３
年

４～６
年

７年
以上

中
学
生

男子
（n ＝282）

11
（3.9）

1
（0.3）

36
（12.8）

98
（34.8）

136
（48.2）

女子
（n ＝262）

70
（26.7）

5
（1.9）

45
（17.2）

104
（39.7）

38
（14.5）

高
校
生

男子
（n ＝160）

12
（7.5）

0
（0.0）

6
（3.7）

55
（34.4）

87
（54.4）

女子
（n ＝148）

47
（31.8）

1
（0.6）

7
（4.7）

55
（37.2）

38
（25.7）

（　）カッコ内は％

表５　スポーツに対する価値意識およびスポーツ観における男女別平均値
中学生

ｔ値
高校生

ｔ値
平均 （SD） 平均 （SD）

スポーツに対する価値意識
（9～36点）

男
女

28.31
27.37

（4.41）
（3.91） -2.63** 27.58

27.90
（4.27）
（3.74） .70　

スポーツ観

自己志向
（5～20点）

男
女

10.90
11.25

（2.69）
（2.32） 1.62　 11.28

11.82
（2.21）
（1.96） 2.28*　

規範意識
（4～16点）

男
女

14.11
14.58

（1.96）
（1.54） 3.12** 13.89

14.51
（1.76）
（1.57） 3.27**

勝利志向
（4～16点）

男
女

9.37
8.90

（2.06）
（2.03） -2.69** 9.11

8.89
（1.98）
（1.63） -1.07　

人間関係
（3～12点）

男
女

6.93
6.61

（1.80）
（1.64） -2.19*　 6.63

6.54
（1.59）
（1.54） -.48　

（*p<.05，**p<.01）
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ちへの配慮を強く意識しているとも捉えられるであ
ろう．一方で，ルールやマナーを守ることへの意識
は男子よりも高い傾向を示していた．
２）運動部活動・スポーツ少年団所属経験別にみた
実態
　青木ら（2003）の研究によれば，運動部活所属
群と無所属群との間には，所属群の方が，価値意識
やスポーツ観で有意に高い傾向がみられること，ス
ポ少所属の参加頻度によっても，様々な活動に対
して意欲や関心が高い，とする結果が報告されて
いる．また金崎ら（1995）は，スポーツへの傾倒，
執着，結びつき，あるいはスポーツ行動やスポーツ
集団，組織などに自分自身を投入することをスポー

ツ・コミットメントと定義した上で尺度を開発し，
その尺度を用いてスポーツ・コミットメントのレベ
ルとスポーツ行動について興味深い報告がある．そ
こでは，コミットメントの測定に「学校の体育の授
業を通じての知人・友人を除いて調査したもの」と
断りを加えた上で，スポーツ・コミットメントのレ
ベルが低い方から高い方になるにつれて，「スポー
ツの実施頻度」や「スポーツの重要度得点」および
「スポーツのための時間」など設定項目のほぼすべ
てにおいて高得点化しており，スポーツへの投入傾
向が強ければ，スポーツとの結びつきが深いことを
示していた．そこで本研究結果（表６）をみてみる
と，先行研究と同様に，中学男子，中学女子，高校
男子でスポーツに対する価値意識は，無所属群より
も所属群の方が高くなる傾向が認められた．
　また表７には，スポーツ観の各カテゴリー別に平
均値を示した．その結果，小学校期にスポ少経験を
もった中学生・高校生は，男子で「勝利志向」カテ
ゴリーで得点が高いのに対して，女子ではその傾
向が認められなかった．一方，「人間関係」カテゴ
リーをみると，女子は無所属群より所属群で有意に
高くなる傾向を示したのに対し，男子にはそのよう
な傾向は認められなかった．
３．スポーツ価値意識およびスポーツ観形成に作用
する要因
１）スポーツに対するイメージに及ぼす影響力
　次に，スポーツへの価値意識やスポーツ観の形成
にとって，組織的スポーツ活動経験以外にどのよう

表６　スポーツ少年団・運動部活動所属別にみたス
ポーツに対する価値意識平均得点

１）
無所属

２）
運動部
活動

３）
運動部
活動・
スポ少

主効果
F 値

多重比較
5％

中
学
生

男
子

24.4
（3.6）

26.9
（4.4）

29.3
（4.2）

14.70
*** 3＞2＞1

女
子

25.2
（3.8）

27.9
（3.6）

28.5
（3.7）

17.70
*** 3＞2＞1

高
校
生

男
子

23.0
（6.9）

26.7
（3.8）

29.3
（3.3）

16.87
*** 3＞2＞1

女
子

27.3
（3.2）

28.3
（4.0）

27.8
（4.0） 1.00

（*** ｐ＜ .001）　　（　）カッコ内は SD

表７　スポーツ少年団・運動部活動所属別にみたスポーツ観平均得点（上段：男子，下段：女子）

カテゴリー
１）無所属 ２）運動部活動 ３）運動部活動・スポ少 主効果

・F 値
多重比較

5％　平均 （SD）　 平均 （SD） 平均 （SD）

中
学
生

自己志向 12.0
11.5

（2.9）
（2.0）

11.3
11.0

（2.7）
（2.5）

10.6
11.3

（2.6）
（2.3）

3.22*
1.09

1＞3

規範意識 13.7
14.5

（2.7）
（1.3）

14.1
14.6

（1.9）
（1.4）

14.1
14.7

（2.0）
（1.9）

0.22
0.13

勝利志向 8.3
8.5

（1.2）
（2.1）

9.1
9.1

（2.0）
（1.9）

9.6
9.0

（2.1）
（2.1）

3.60*
1.88

3・2＞1

人間関係 6.2
5.9

（2.1）
（1.7）

6.9
6.8

（1.5）
（1.3）

7.0
6.9

（1.9）
（1.8）

1.19
9.27*** 3・2＞1

高
校
生

自己志向 12.2
12.0

（1.2）
（2.3）

11.7
12.0

（1.8）
（1.7）

10.8
11.1

（2.6）
（2.1）

4.28*
2.47

1・2＞3

規範意識 13.6
14.8

（2.2）
（1.1）

13.8
14.3

（1.8）
（1.8）

14.1
14.7

（1.6）
（1.4）

0.82
1.91

勝利志向 8.1
8.9

（2.5）
（1.4）

9.0
8.9

（1.9）
（1.6）

9.4
8.9

（2.0）
（2.1）

2.70
0.01

3＞1

人間関係 6.1
6.0

（1.4）
（1.5）

6.6
6.8

（1.6）
（1.2）

6.7
6.9

（1.7）
（1.9）

0.78
5.38** 3・2＞1

*p<.05  ***p<.001
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なところから影響があるのか，スポーツに対するイ
メージや感じ方に及ぼす影響力について質問した項
目から考察してみたい．
　調査では，「体育の授業」「テレビ・メディア」
「部活・クラブ」「友人・知人」の４項目のうち，
強く影響を受けたと思うものから順位づけしても
らった．さらに，１位には４点，２位には３点，３
位には２点，４位には１点と得点化し，今回の調査
対象となった中高生にとって影響力の高いものから
示したものが表８である．中学生では，男女ともに
組織的スポーツ活動経験のない生徒にとっては「テ
レビ・メディア」の影響が最も強く，次いで「体育
の授業」「友人・知人」となっていた．また，組織
的スポーツ活動経験者は，最も影響を受けるものが
「部活・クラブ」，次いで「テレビ・メディア」に
依存しており，以下「友人・知人」，そして「体育
の授業」という順であった．
　高校生をみてみると，組織的スポーツ活動経験の
ない生徒にとっては，中学生と同様「テレビ・メ
ディア」に最も影響を受けていた一方，「体育の授
業」は組織的スポーツ活動経験の有無に関係なく，
どの群においてもほぼ４位に位置していた．
　ところで，組織的スポーツ経験のない中学・高校
生にとっては，いずれもスポーツの情報源は「テ
レビ・メディア」となっていたが，注目すべきは，

中学生で男女ともに，「テレビ・メディア」の次に
「体育の授業」をあげていたことである．このこと
から，中学校の段階では，組織的スポーツ活動経験
のない生徒にとっての「体育の授業」は，まだス
ポーツに対するイメージに及ぼす影響力があると捉
えられ，さらに体育教師の指導性の発揮の如何に
よってはスポーツへの価値意識を高め得る場として
寄与する可能性があると期待できるであろう．この
点で，高校の段階では，中学校期よりも困難である
ことが推察される．
　しかしながら，先に指摘した組織的スポーツ活動
経験のない生徒はある生徒より「スポーツに対する
価値意識は低かった」という結果と重ね合わせて
みたとき，少なくとも影響力のある「体育の授業」
は，スポーツの持つ文化的価値への意識を高められ
る可能性を秘めているといえる．しかし，実際の体
育授業では，スポーツのもつ文化的価値・スポーツ
のすばらしさを伝え切れていないのではないかと推
察される．同様に，彼らの期待に添うことができな
かった教授－学習経験の蓄積が，高校期の無所属群
の「体育の授業」を第４位に置かしめた背景にある
ように推察される．
２）影響を受けた群別にみたスポーツに対する価値
意識の実態
　ここでは，先の結果にもあったように，スポーツ

表８　スポーツに対するイメージに及ぼす影響力
階梯 性 所属期間 １　位 ２　位 ３　位 ４　位

中
学
生

男子

０年 ＴＶ・メディア 体 育 の 授 業
友 人 ・ 知 人 部 活・ ク ラ ブ

１～３年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 体 育 の 授 業 友 人・ 知 人

４～６年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業

７年～ 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業

女子

０年 ＴＶ・メディア 体 育 の 授 業 友 人・ 知 人 部 活・ ク ラ ブ

１～３年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業

４～６年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業

７年～ 部 活・ ク ラ ブ 友 人・ 知 人 ＴＶ・メディア 体 育 の 授 業

階梯 性 所属期間 １　位 ２　位 ３　位 ４　位

高
校
生

男子

０年 ＴＶ・メディア 部 活・ ク ラ ブ 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業

１～３年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業

４～６年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業

７年～ 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業

女子

０年 ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 部 活・ ク ラ ブ 体 育 の 授 業

１～３年 ＴＶ・メディア 部 活・ ク ラ ブ 体 育 の 授 業 友 人・ 知 人

４～６年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業

７年～ 部 活・ ク ラ ブ 友 人・ 知 人 ＴＶ・メディア 体 育 の 授 業
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に対するイメージに及ぼす影響力が，高校生よりも
限定されていない中学生を対象に，中学生のもつス
ポーツ観は一体何によって裏づけされているのかに
ついて探索的に探ってみたい．
　まず，スポーツに対するイメージ形成へ影響を受
けた１位に回答した各群別に，スポーツに対する価
値意識を考察してみたい（表９）．これまでの考察
では，運動部活動など，組織的スポーツ経験のある
生徒の価値意識が高いことはすでに述べたが，新た
に男女別に平均値を比較してみると，男女間での有
意な差が認められたのは，「テレビ・メディア」を
１位とした中学生の価値意識であった．つまり，メ
ディアからの情報がスポーツに対するイメージ形成
に影響が強いと答えた中学生において，男女間で価
値意識が異なってくるということを示している．
　そこで以下では，スポーツのイメージや考え方に
影響を与えたものとして，「テレビ・メディア」と
「体育の授業」を１位にあげた中学生の価値意識を
比較・検討した．「テレビ・メディア」を１位にあ
げた中学生のスポーツに対する価値意識を男女間で
比較したものが図１である．そこでは，「スポーツ
は芸術作品と同じように人を感動する力をもってい
る」は男女ともに相対的に高い値を示している．し
かし女子においては，スポーツの「生きがい」や
「人間形成」に対する機能や「社会（の中での）評
価」に関わった得点が，男子に比べて有意に低かっ
た．
　さらに，「体育の授業」を１位にあげた中学生の
価値意識を示した図２からは，スポーツの「生きが
い」に対する機能において，女子が有意に低い値を
示したものの，その他の項目では男子と同様に高い
値を示していた．
　一方，女子のみにおいて，各項目の平均値を「テ
レビ・メディア」と「体育の授業」間で比較したと
ころ，「社会（の中での）評価」項目において，「テ

レビ・メディア」を１位に答えた女子中学生（平均
2.8，SD：0.8）よりも，「体育の授業」を１位と答
えた女子中学生（平均3.1，SD：0.5）の方が，5％
水準で有意に高い値を示していた．
　このことは，日々流されるメディアからのスポー
ツに関する情報に対して，疑念を抱くことなく吸収
するか否かによって，時には誤ったままのスポーツ
に関する知識や認識，鑑賞や評価などを生じさせ，
彼らの価値意識が形成されていく可能性をも示唆す
るものと考えられ，体育授業におけるスポーツに関
するメディア・リテラシー形成の必要性を問いかけ
ていると理解することもできよう．
３）影響を受けた群別にみたスポーツ観の実態
　先の考察では，スポーツのイメージや考え方に影
響を与えたものの違いによって異なったスポーツの
価値意識が形成されていることが示唆された．そこ
で，以下では，スポーツ観においても同様にスポー
ツのイメージや考え方に影響を与えたものとして，
「体育の授業」「テレビ・メディア」をそれぞれ１
位にあげた中学生のスポーツ観を男女間で比較して
いきたい．
　「体育の授業」を１位にあげた中学生のスポーツ
観の分析結果（図３）からは，「勝負である限り勝
たねばならない」（勝利志向），「年上の者のリー

表９　スポーツに対する価値意識得点（影響１位別）
１位 平均 （SD） ｔ値

体育の授業
男 26.4 （3.9）

0.15　
女 26.3 （4.4）

ＴＶ・メディア
男 28.2 （4.5）

3.15**
女 26.1 （3.3）

部活・クラブ
男 28.8 （4.0）

0.53　
女 28.5 （3.8）

友人・知人
男 27.2 （5.9）

0.88　
女 26.1 （4.0）

** ｐ＜ .01
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図２　「体育の授業」を１位とした中学生のスポーツ
　　　に対する価値意識の項目別男女別平均得点
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図１　「テレビ・メディア」を１位とした中学生のスポー
　　　ツに対する価値意識の項目別男女別平均得点
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ダーシップ」（人間関係）の項目で，女子は男子に
比して有意に低い値を示した．一方，「テレビ・メ
ディア」から影響を受けた中学生の分析結果（図
４）からは，「勝利志向」カテゴリーに関する項目
において「体育の授業」を１位とした女子の得点よ
りも高かったこと，有意差は認められないものの男
子よりも高い値を示したことが示唆された．ここで
も先に指摘したものと同様に，体育授業におけるメ
ディア・リテラシー形成の必要性が示唆されている
ように思われる．
　以上のことから，中学生のもつスポーツに対する
イメージや感じ方に対して影響する力が何であれ，
相対的にスポーツは人を感動する力を持っている得
点は高かった．しかしながら，スポーツが日常生活
を豊かにする上で大きな生きがいとなることや人間
形成にはスポーツが欠かせない点といったスポーツ
に対する価値意識の違いは，影響を受けた環境や男
女によっても違いが生じることが明らかとなった．
つまり，どこから何によって最も影響を受けたかに
よって，勝負に対するこだわり方が変わってくる
し，人に気を配れるかどうか，人間関係性にも影響
を及ぼすなど，スポーツ観の形成のされ方に差異が
生じてくる．加えて，そのことによって，それぞれ

1

2

3

4 男
女

3.4 3.5

2.7

2.2
1.9 1.9

2.5
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やじやののし
りはよくない
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ねばならぬ

倒れるまで
練習

年上のリーダー
シップは当然
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図３　「体育の授業」を１位とした中学生のスポーツ
　　　観の項目別男女別平均得点
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図４　「テレビ・メディア」を１位とした中学生のスポ
　　　ーツ観の項目別男女別平均得点
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のスポーツに対する価値意識へと影響していること
が認められた．
　最後に，もっとも影響を受けたと答えた１位の回
答別に中学生の運動部活動やスポーツ少年団などの
人数を所属別に表10に示した．「体育の授業」，「テ
レビ・メディア」，「友人・知人」に１位と回答した
生徒は，部活所属群，スポ少経験群，両方なし群と
それぞれ均等に存在していた．順位に違いはあるも
のの，運動部活動やスポーツ少年団に所属していた
としても，「体育の授業」に最も影響を受けたと答
えた生徒も含まれていることを確認しておきたい．

Ⅳ．まとめと今後の課題

　以上のような調査結果から，三つのことを指摘で
きるであろう．まず一点目は，先行研究でも指摘さ
れてきたように，本調査においても運動部活動やス
ポーツ少年団など，組織的スポーツ経験のある生徒
とそうでない生徒との間には，「スポーツに対する
価値意識」「スポーツ観」いずれにおいても差異が
認められたこと．二点目は，学校における「体育の
授業」のスポーツ観形成への影響力がほかの要因に
比べて相対的に低いことが示唆された．加えて，こ
の影響を受けた順位には，中学生と高校生との間に
違いがみられたこと．最後に三点目として，スポー
ツに対するイメージ形成に対して最も影響を受けた
ものが何であっても，また男女の違いによっても，
スポーツに対する価値意識やスポーツ観の形成に違
いがみられ，スポーツ観の形成がなされることがわ
かった．
　これらの結果から，体育の授業に限らず，個性的
なスポーツ経験というものが中学生や高校生のス
ポーツに対する価値意識やスポーツ観を形成してい
ることは明白である．したがって，膨大なスポーツ
情報やニュースに対して，すべてを取り込むだけで
はなく，それらの情報を批判的に捉えることによっ
て，スポーツ情報を取捨選択しながらスポーツ文化

　表10　１位の回答別にみた中学生の部活・スポ
　　　　少所属数

１位 無所属 運動
部活動

運動部
活動・
スポ少

計

体育の授業 24
（42.9）

22
（39.2）

10
（17.9）

56
（100）

テレビ・
メディア

68
（30.4）

78
（34.8）

78
（34.8）

224
（100）

友人・知人 23
（24.7）

29
（31.2）

41
（44.1）

93
（100）

スポーツ・リテラシー研究への一視角　－スポーツに対する価値意識とスポーツ観との関連から－
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と関わっていく力，言い換えれば，黒川・海野ら
（2006，2006ａ）が提起する「スポーツ・リテラ
シー」概念注）から，これまでの学校体育のありか
たを問い直すことが求められていると考える．
　本研究を通じて，スポーツのグロバリゼーショ
ン，メディアスポーツの発展・肥大化，他方で学校
体育・スポーツにおける教育力（教育可能性）の相
対的比重の低下が進行するもとで，子ども・青年の
スポーツに対する価値意識およびスポーツ観がどの
ような在り様をしているのかについて明らかにして
いくための基礎的資料を得ることができた．今後は
「スポーツ観」測定尺度の作成に取り組むととも
に，それを用いながら，体育授業で批判的リテラ
シーを育む上で今何ができるのか，また今何をすべ
きかについて検討する必要がある．今後の課題とし
たい．

＜注＞

　黒川・海野ら（2006・2006ａ）はスポーツ・リ
テラシーの概念を整理する中で，スポーツ・リテラ
シーの内包を，「主体（個人及び集団）がスポーツ
実践に多様な形態で参加し，その過程における経験
をスポーツ文化に関する知を活用しながら批判的
（critical）に分析・鑑賞・評価し，スポーツ・コ
ミュニケーションを創り出す（創造）能力」とし，
その外延には「① スポーツに関する知識・概念，
技能，② スポーツに関する知識・概念，技能を獲
得する方法，または獲得した知識・概念，技能を現
実のスポーツの分析・鑑賞・評価に適用するスキ
ル，③ スポーツに対する価値意識・態度（意欲・
興味を含む）」といった三つの要素から構成されて
いることを示している．
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